
座長・コーディネーター会議

●内容
・ＷＧ等活動報告
・各WGに共通する課題の
検討
・事業協力
（ジョブネット企画事業、
参画団体主催事業）

・団体からの提案 等
●運営事務
府福祉人材・研修センター

京都府における介護人材確保・定着に向けた取組

○ ３年間（③～⑤）で新たに福祉人材7,500人（府北部1,050人）の確保・定着を推進
Ⅰ 介護・福祉人材総合支援センター事業の運営 Ⅱ 福祉人材育成認証制度等の活用促進
Ⅲ 京都府北部福祉人材養成システムの推進事業 Ⅳ 介護・福祉現場の革新
○ 「きょうと介護・福祉ジョブネット」の構築
・介護現場の職員、関係団体、職能団体が参集し意見を交わす人材のプラットフォーム
プロジェクトチームやワーキンググループを設置し、人材確保・定着の取組を実施。

令和５年度
きょうと介護・福祉ジョブネットの構成

京都府北部福祉人材確保・定着戦略会議

幹事会
「福祉人材確保に係る方向性確認・方針決定」

方針 報告

情報提供 ・協力依頼

連絡・調整・
協力依頼

団体会議・ＨＰ等で
情報共有

看護職確保ＰＴ

「潜在看護職の早期復帰シ
ステム」
「福祉現場看護の理解促進」

連携

仕
事
理
解
促
進
チ
ー
ム

「
小
中
高
生
及
び
教
員
・
保
護
者
に
対
す
る

介
護
・
福
祉
理
解
促
進
事
業
の
広
域
的
な

実
施
」

北
部
・
福
祉
の
学
び
創
造
チ
ー
ム

「
北
部
地
域
の
魅
力
や
地
域
資
源
を
活
か

し
た
福
祉
の
学
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

し
、
市
民
と
福
祉
事
業
所
が
福
祉
の
学
び

の
活
動
を
通
し
て
つ
な
が
る
環
境
を
構
築

す
る
」

業
界
育
成
チ
ー
ム

「
福
祉
業
界
を
“
他
産
業
と
の
競
争
に
負
け

な
い
”
業
界
と
し
、
特
に
若
者
の
参
入
を
促

進
す
る
た
め
、
業
界
の
魅
力
を
発
信
で
き

る
人
材
の
育
成
及
び
活
用
に
関
す
る
検

討
・
取
組
を
行
う
」

協
働
戦
略
検
討
チ
ー
ム

「
外
国
人
介
護
人
材
等
多
様
な
人
材
の

介
護
・
福
祉
職
場
へ
の
受
入
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
必
要
な
取

組
の
検
討
を
行
う
」

ワーキンググループ（情報共有・連携）

京都福祉人材養成プログラム推進ＰＴ

連携

令和５年度取組テーマ（案）
「介護・福祉の仕事の魅力を多くの人に知ってもらえる環境づくり」

多様な人材 小中高生 学生・若者 北部住民・移住
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きょうと介護・福祉ジョブネット チーム活動方針について 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 

仕事理解促進チーム  令和５年度活動方針 

■活動目的      介護・福祉の仕事が将来、子どもたちの職業選択の 1 つとなるよう、理解促進に 

資する事業を広域的に推進。さらに、進路決定をする上で重要な立場にある、中学・ 

高校教員、保護者等に対して、理解促進事業を企画・実施 

 

■活動内容   ＜月１回程度の会議開催及び関連事業の企画・参画＞ 

・中高生の進路選択において、重要な立場にある教員を対象とした福祉職場理解のた

めのセミナー開催 

・小中高校での福祉体験や福祉職場理解を効果的に進めていくための方策の検討 

 と地域の社会福祉協議会と連携して教育関係機関へのはたらきかけ 

・小中学生を対象とした福祉体験や福祉の仕事理解を広めるためのはたらきかけ  等  

■メンバー構成  小中高校生を対象とした介護・福祉体験事業等の受け入れや、地域教育関係者と

の交流を実践的に行っている団体・事業所・施設の方 

 ※その他、認証事業者からメンバー２～３名を公募 

 

協働戦略検討チーム  令和５年度活動方針 

■活動目的 

    介護・福祉人材の確保・定着に関する諸課題に対応するため、事業者団体、京都府、市町村、

養成校、職能団体、ハローワーク、人材センター等参加団体が課題を共有し、各課題に協働して

取組むとともに、連携事業を企画・実施する。 

令和５年度は、外国人介護人材等多様な人材について、介護・福祉職場への受入を進めるに

あたっての課題を明らかにし、必要な取組の検討を行う。（「外国人介護人材支援連絡会議」とし

ての機能を担う） 

■活動内容   ＜年４回程度の会議開催及び関連事業の企画・参画＞ 

・シニア層、子育てを終えた層、学生アルバイト等、多様な人材の参入を進めるにあたっての課 

題抽出と取組を提案 

・外国人介護人材に関する情報共有や関係団体が連携した取組の検討 

・「外国人介護人材支援センター」の運営状況等に係る情報共有 

■メンバー構成 

   多様な人材受入のための取組を推進する本チームの活動目的に賛同して参加いただける方 

他団体・関係機関等との連携の観点から本チームの検討内容について、各団体で検討しとりま

とめができる方 
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業界育成チーム  令和５年度活動方針 

■活動目的       福祉業界を“他産業との競争に負けない”業界とし、特に若者の参入を促進する 

ため、業界の魅力を発信できる人材の育成及び活用に関する検討・取組を行う。 

   

■活動内容      ＜月１回程度の会議開催及び関連事業への参画＞ 

・インターンシップ、若手魅力発信研修、福祉業界セミナー等の各事業を活用し、京

都府の福祉業界・福祉職場について魅力的に語ることができる人材を育成する。 

 

■メンバー構成     若者への効果的な魅力発信等、人材確保に関する課題に対する取組について 

検討し、府事業等の場に実践的に関わり、各イベントに柔軟に参加いただける方（採

用担当者等）  

 ※その他、認証事業者からもメンバーを公募（４名まで） 

※コーディネーター１名を配置予定 

北部・福祉の学び創造チーム令和５年度活動方針 

■活動目的       北部地域の魅力や地域資源を活かした福祉の学びのプログラムを構築し、市民

（小中高校生、大学生、地元住民、移住者等）と福祉事業所が福祉の学びの活動

を通してつながる環境を構築する。 

■活動内容      ＜４か月に１回程度の会議開催＞ 

 ・大学生を対象とした北部地域の福祉を学ぶフィールドワークプログラム及び 

オンラインを活用して福祉の学びをサポートするラーニングサポーター(※)型  

プログラムリストの構築と受入体制の整備 

              (※) ﾗｰﾆﾝｸﾞｻﾎﾟｰﾀｰとは… 福祉の学びのサポートができる北部地域の福祉施設職員のこと 

・小中高校生を対象とした北部地域ならではの福祉理解プログラムの構築と実施 

・地元住民や移住者向けの介護のサポート人材の受入体制構築支援 

■メンバー構成     学生や市民の受入実績があり、受入プログラムについて検討できる方 

＜介護・福祉関係団体＞ 

北部の事業所等において実務経験がある方 

             ※その他、きょうと福祉人材育成認証制度認証事業者から 

メンバー２～３名を公募 

※コーディネーター１名を配置予定 


